
「志操堅固で徳性が高く、敬の心と志を持った人間の育成」 第 号

　10月1８日発行

めざす生徒像… 求めて学ぶ生徒・心を高める生徒・たくましい生徒　　　　２０２１努力目標…チェンジ・チャンス・チャレンジ

・南有馬地区民生委員児童委員協議会 ・南有馬中学校PTA ・南島原警察署

・南有馬地区老人クラブ連合会 ・南有馬町文化協会 ・大江保育園

・南有馬市交通安全協会南有馬支部 ・南島原市教育委員会生涯学習課 ・南有馬町婦人会
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文化学習発表会
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3年実力ﾃｽﾄ 3年実力ﾃｽﾄ 研究発表会準備

23 例大祭 26 例大祭 27 NO部活動ディ 28 29 30 31

…………………10／17スクラムみなんま=地域学校協働本部の皆さんに感謝

１０月行事……

橋渡しの学校コ-ディネ-タ-と地域コ-ディネ-タ-は、軌道にのるまで大変ですが、南有馬ならうまくいくは

ずです。南中生は22日の文化学習発表会で、郷土を活性化させる視点も含まれる総合的な学習の時間のま

とめについて発信準備をしています。地域からいただいた思いに応える発信ができればと願っています。

9

令和3年

南島原市立南有馬中学校　校長南中だより

　10月1日に南小・南中、南有馬を元気にしていこうというコミュニティスクールがスタートし、その第1

弾が本校の除草作業でした。8時に集合したのは次の団体です。「南中＋南小＋南有馬」のために枠を超え

てスクラムを組んでいくという意味で「スクラムみなんま」と名づけられました。

　機械で草刈りされる方。トラックの草を残さず取ろうとされる方。ある方が、「人海戦術ですよ。南中

のためになら集まってがんばりますよ。母校ですけんね。」と笑顔で話していただきました。



ガイドの会から話を聞く 試作品を調理してみる 素麺の手延べ体験です

　男子の市内優勝は昨年度までの５連覇でストップとなりましたが、他校にとっては南中を目標により一

層の努力をしてきたのかもしれません。スタジアムの観衆が見守る中、７秒差まで詰めてのゴール。様々

な思いが去来したことでしょう。選手の皆さん、感動の力走をありがとう。

＜お知らせ＞

１１月１日（月）、本校は南島原市の研究指定校として研究発表会を開きます。研究主題は…

　　　　　「自らの生き方を主体的に考え、未来を切り拓いていく生徒の育成」

として、令和２～３年度の２年間、キャリア教育の推進について研究してきました。当日は、市内の先生

方が来校されるので、ＰＴＡ役員の皆様に駐車場の誘導等のお手伝いを願えればと考えています。

１０月６日の速報メール１より

　さわやかな秋空のもと、市中総体駅伝大会が行われています。女子は市内６位で

ゴールしたとのことです。

　たすきに思いを込めて全員で最後まで頑張りました。今、男子が女子の思いを受

けて頑張っています。

１０月６日の速報メール２より

　男子は３位でゴールしました。最後まで接戦だったそうです。男女とも、自分を

信じ仲間を信じ、感謝の思いを胸に走りきりました。「強く！前へ！」それを体現

してくれた素晴らしいチームだったと思います。心から大きな拍手を送ります！保

護者の皆様、応援ありがとうございました。

文化学習発表会まで、あと５日 ………１０／２２

　生徒たちは、この日に向けて総合的な学習の時間に学んできたことを、しっかりと発信しよう

と準備や練習をしています。今年も感染症対策で、発表内容が少なかったり、参観の時間が限ら

れたりします。やってきたことを発表する場を設け、やり遂げる達成感を持たせることもねらい

としておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。各学年が、どのような学びに向

かっているのかをまとめてみましたので参考にしてください。

市中総体の駅伝競技…７秒差に涙を飲む ………10／６

職業調べや自己実現に向
けて、身近にある世界遺
産の原城を紹介する観光
業を体験することによっ
て、働くことの意義、や
りがい、おもてなしの心
を育成する。

具体的な会社おこしの実
践を知り、会社おこしプ
ランを基に調査、分析、
改善を重ねた取り組みを
することにより、課題対
応能力を身に付ける
。

南有馬町から日本と世界
に地域の魅力を発信する
ために、地域の現状を把
握し、積極的に地域と関
わりながら、その魅力を
探究しようとする態度を
育成する。

第1学年
原城観光マップPROJECT

第2学年
会社おこしPROJECT

第3学年
みなんまFifteeeen PROJECT


